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英語教育, インストラクショナルデザイン
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インストラクショナルデザインとは？

教育活動の効果・効率・魅力を高めるための手

集大成したモデルや研究分野、またはそれらを応

て学習支援環境を実現するプロセスのこと。

アメリカ生まれてすが、eラーニングの普及に伴い、日本ても浸透しつつあります。

【例】教育の「魅力」を高めるには？

⇒ Kellerの「ARCSモデル」を用いて、A・R・C・Sの4要因
うち動機づけが不足している箇所を洗い出し、設計を見直

ことがて‘きます。
I 

Attention 

面白そうだ

（注意）

Relevance 

やりがいが

ありそうだ

（関連性）

Confidence 
やれば

てきそうだ

（自信）

Satisfaction 

やってよかった

（満足感）

ARCSモデルの4要因
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